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お話する内容 

1. 自己紹介 
2. ミレニアム開発目標（MDGs）：貧困削減を目指す史上初の

世界的プロジェクト 
3. ポスト2015開発アジェンダ：大幅な資源節約と再分配の両

立へ 
4. 2016年以降の世界を見据えて：マルチステークホルダー間

の『公論』のススメ 
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オックスファムとは？ 

 Oxfam 
• Oxford Committee for Famine Relief 
• 1942年、イギリス・オックスフォードにて発足 

 17の人道・開発支援NGOによる国際連合体 
（国際事務局：英オックスフォード）、90カ国以上で活動 

 緊急人道支援、長期開発支援、アドボカシー/キャンペーン 
 オックスファム・ジャパンは2003年設立 
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自己紹介 
 オックスファム･ジャパン アドボカシー・マネージャー 
 公的保健医療・教育制度の構築・強化。 
 これを支える開発資金/政策/体制を提言 

 ODAの質/量改善（二国間、多国間） 
 適切な政策潮流の創出（＠世界銀行、IMF、G8/20等） 

 国内外の市民社会との連携 
 「動く→動かす」運営委員、分野別NGOネットワーク幹事など 
 Oxfam Internationalの「格差と必須社会サービス」アドボカシー・キャン

ペーンの国際マネジメントグループ 
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ミレニアム開発目標（MDGs）： 
貧困削減を目指す 
史上初の世界的プロジェクト 
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国連ミレニアム開発目標（MDGs） 
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MDGs時代の進捗： 2000年からの大きな変化 

8,000,000 
 

75%減 
 

2,650,000 
 

47,000,000 

抗エイズ薬にアクセスできるようになった人の数 

サブサハラ・アフリカ8カ国での 
マラリア死亡件数の変動 

5歳未満乳幼児の死亡件数の年間減少割合 
→7,256件/日 

小学校に通えるようになった子どもの数 
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アフリカにおけるMDGsの進捗 

MDGs 課題詳細 1990 現状 
MDG1 1.25ドル/日以下で生きる人の割合 56% 47% (2008) 
MDG2 初等教育に入学した人の割合（調整） 58% 76% (2010) 
MDG3 男性を100としたときの女性の初等教

育入学者の割合 
85% 93% (2010) 

MDG4 ５歳以下の死亡率（1000人当たり） 174 121 (2010) 
MDG5 妊産婦死亡率（10万人出生当たり） 850 500 (2010) 
MDG6 HIV感染率 0.59% (2001) 0.41% (2010) 
MDG7 改善された水資源を使っている人口割

合 
49% 61% (2010) 

資料：UN MDGsレポート2012年度版 
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•援助不足 
•援助を医師の給与に使え
ない 
•医薬品特許が高すぎる 

•病院、診療所がない！ 
•医師、看護師がいない！ 
•薬がない！ 

途上国政府 

先進国政府 
国際機関 ODAの国際約束を守って 

薬の知的財産権ルールを緩和して 

病気に苦しむ人々のケア、サポートなど 
医師、看護師、助産師などの育成 

保健医療予算を増やして 
保健医療従事者の育てて、雇って 
医薬品の調達して 

現地 

要
請 

対
応
 

要
請 

対
応
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なぜ、「MDGs的なもの」が必要だったのか 

• 16世紀～20世紀 
植民地主義： 奴隷貿易、資源収奪、分断統治 
 

• 第2次世界大戦後 
冷戦状況下の独立 
残る植民地型経済・貿易関係 
独裁にならざるを得ない状況。開発独裁と米国型共和制。 
「大きな政府」 
 

• 1970-80年代 
第一次産品の価格下落「第1次オイルショック」 
→対外債務の累積 
→債務危機 
 

• 1980-90年代 
「構造調整」の時代： 「小さな政府」、「公共サービス」切り詰め 
同時に、「地球規模課題解決への地球規模協調」の機運 
日本も一定の活躍 



ポスト2015開発アジェンダ： 
大幅な資源節約と再分配の両立へ 
「南北問題」の国内化 



ポスト2015開発目標 

 政府間交渉 

SDGsオープンワーキング
グループ(OWG) 報告書 

作成プロセス 

SDGs OWG  
セッション（８回）  

2012年  
RIO+20サミット  

2013年MDGs特別イベント 

ハイレベルパネル報告書 

ハイレベルパネル 

事務総長報告書 

2015年９月 国連総会決議 

2013.05 

2013.09 

-2014.02 

2014.02→07 

2012.06 

ポスト2015開発アジェンダ策定プロセス 

持続可能な開
発のための資
金に関する政
府間専門家委

員会  

開発資金会議
（2015年７月） 

2014年９月 国連総会 

国連総会議長プロセス（テーマ

別討議＋高レベル会合）計５回 

2014.02-09 

2014.11 国連事務総長「統合報告書」 

-2014.08 



持続可能な開発目標オープン・ワーキング・グループ報告が掲げた目標案 

1 あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

2 飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推進する 

3 すべての年齢の人々の健康な生活を確保し、福祉を推進する 

4 すべての人々の包摂的で公平な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を推進する 

5 ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

6 すべての人々に水と衛生施設へのアクセスと持続可能な管理を確保する 

7 すべての人々に安価で信頼でき、持続可能で近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

8 すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用およびディーセント・
ワークを推進する 

9 レジリエントなインフラを整備し、包摂的で持続可能な工業化を推進するとともに、イノベーションを促進する 

10 国内と国家間の不平等を削減する 

11 都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にする 

12 持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

13 気候変動とその影響に取り組むため、緊急の措置を講じる 

14 海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利用する 

15 陸上生態系を保護、回復し、その持続可能な利用を推進すること、また、森林を持続可能な形で管理し、砂
漠化に取り組み、土地の劣化を食い止め、逆転させるとともに、生物多様性の損失に歯止めをかける 

16 持続可能な開発に向けて安全で包摂的な社会を推進し、すべての人々に司法へのアクセスを提供するとと
もに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する 

17 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化させる 
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重要課題１．未完の仕事 

• 6100万人の子どもが学校に通えずにいる。半数以上が女の子。 
（UNESCO, 2012） 

• 毎日、800人の女性が妊娠・出産時の問題で命を落とす。 
（WHO, 2012） 

• 毎分、3人以上がエイズによる病気で亡くなる。 
（UNAIDS, 2012） 

• 毎分13人以上の5歳未満の子どもが亡くなっている。 
（UNICEF, 2012） 
 

⇒いかに最脆弱層に届けるか。 
⇒強固でアカウンタブルな公的社会サービス制度が必要 
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重要課題２． 経済格差 
米国： 
最富裕層１％が国民総所得に占める割合： 10％（1980）から20
％に拡大 

中国： 
最富裕層10％が国民総所得の60％を手に 

世界の最貧困層の2/3は中所得国に住む。 
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2014/2 
共同通信 

014/2/22 東奥日報 
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http://www.imf.org/external/pubs/ft/survey/so/2014/res041214a.htm 

http://laprincessaworld.blogspot.jp/2014/01/whats-in-store-for-africa-en-route-2050.html 
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極端な経済格差： なぜ問題か？ 
1. 経済成長を阻害 

 一部の人だけがお金持ちに 
一部の人ではすべてを消費できない→経済の停滞 

 格差の少ない国ほど、経済は活性化、貧困も減る 

2. 社会を分断 
 「機会の不平等」（例： 子どもの貧困） 
 階層間移動の現象 ⇒ 「世襲資本主義」 

3. 環境を破壊 
 食料問題と気候変動の悪循環 
 米国の「１％」のCO2排出量は平均的米国人の１万倍 
 希少化する資源をめぐる紛争 

4. 民主政治の機能不全 
 富裕層・巨大企業による政策決定の買収、歪曲 

 

⇒ 「極度の貧困」だけでなく、「極度の富裕」「極度の格差」も問題。 
⇒ 欧米を始め（日本は？）、先進国が直面する問題と 
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重要課題３．飢餓と食料安全保障 



Page 22 

飢餓の構造的要因 
• 現在世界は、すべての人に十分な食料を生産している。 
• しかし、世界人口70億人のうち、8.5億人（8人に一人）が飢餓に苦しむ。 
• うち半数が農民。 
 
食料需要は増えるのに 
• 2050年、人口は90億人に。 
• 新興国に広がる先進国的食生活（肉⇒水や穀物の大量消費）。 
 
食料供給は減る 
• 気候変動 
• バイオ燃料 
 
食料不安 
• 価格上昇 
• 土地を巡る争い 
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より少なく、より公平に 

人口 

70億人 
人口 

90億人 

2010 2050 

地球環境の制約 資源利用による環境負荷 最貧層20％の資源配分 
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ポスト2015の根源的問いかけ 
Can we live inside the doughnut? 



2016年以降の世界を見据えて： 
マルチステークホルダー間の『公論』の
ススメ 
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高まる民間セクターへの期待 

http://www2.ttcn.ne.jp/~honkawa/0700.html 
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ビジネスを通じた途上国開発への貢献： 
企業にとってのメリット 

資源への 
アクセス 

良質な 
従業員確保 

生産性の 
向上 

市場機会の
創造 社会的承認 
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途上国の貧困を考慮しないビジネスのデメリット 

 市場機会の喪失 
 マラリアによるアフリカ大陸の経済損失： 120億ドル/年。マラリア撲滅でアフ

リカGDPは1.3％成長。（APP, 2010）  
 初等教育への投資利益率： 18.9％（Psacharopoulos & Patrinos, 2002） 

 ビジネス環境の不安定化 
 格差拡大による社会の分断、政情不安 

 レピュテーショナル・リスク 
 市民社会による批判 
 国内開発を重視する途上国政府からの批判 
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民間投資と貧困削減 

• 恩恵が貧困層に届くか 
• 経済社会における権力関係の是正に資するか 
• 労働集約型の成長、権利保護、包摂的市場＝良質
な成長 

経済成長の質 

• 悪い投資：土地収奪、環境破壊、人権侵害、食料
不安 

• 良い投資： 長期リターン、コンサルテーション、
権利保護 

• 『ウィン=ウィン』投資の限界 

投資の質 

• 有力層による利益独占 
• 公正な競争 
• 組織化 

市場における 
力関係 
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オックスファムの対企業関与 

 ユニリーバ社との “Poverty Footprint” 
 ユニリーバ・インドネシアの貧困へのインパクトの実態調査（マクロ経済への

影響、社の方針と実践、サプライチェーンの問題分析、史上において引き起
こされ得るインパクトの理解） 

 事前契約の下、共同出資 
 共同報告書 
 UI社はSCMの改善、Oxfamは対企業理解を深める 

 “Behind the Brands” キャンペーン 
 2012年2月発足 
 食品・飲料メーカー10社について、透明性、女性、労働者、農民、土地、水、

気候変動の観点から、意識・知識・コミットメント・SCMを審査。スコアカードと
して発表。 

 現在までに70万人強がアクションに参加 
 数社から改善コミットメントを引き出す： 

コカ・コーラ／ペプシコ（土地利用権）、ゼネラル・ミルズ（気候変動）、ネスレ（
土地）、ケロッグ（気候変動）、マーズ／ネスレ／モンデリーズ（女性農家） 
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日本のGood Practice 

 リー・ジャパン／ハンガー・フリー・ワールド／ACEの３者連携 
 オーガニック・コットン・ジーンズの売上の2％をHFWの井戸建設事業に寄付 
 ACEを監査に迎え、生産現場における児童労働の有無確認 
 安全・衛生面での問題を発見→改善 
 生産地の住民含め、４者にとってwin-win 

 

 トヨタ・南アの従業員向けHIV/AIDS対策（1993～） 
 従業員向け「ウェルネス・プログラム」の一環として、エイズ教育、検査の奨励、家

族を含めた会社負担の治療・ケア） 
 目的： 従業員の感染防止、既存従業員の維持 
 日本では広く知られず 

 

 「日本企業は欧米ほどアグレッシブな節税はしない」 
 

 教訓・メッセージの普遍化とアドボカシーが期待される 
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国際場裏： 日本のプレゼンスは低い 

COP18での日本政府記者会見上の様子 2012年12月＠ドーハ ©共同 
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『MDGs期』の10年強、我が国は… 

 ODA大綱は改訂（2003年）。しかし… 
 MDGs-OSにフィットしない日本の「国際開発アプリ」 

 予算削減   ⇔ MDG8 
 プロジェクト思考  ⇔ 政治変革 
 「ちょっといい話」  ⇔ 先進国の責務と長期的利益 
 「ODA≒環境破壊」  ⇔ ポジティブ・アジェンダ 
 現場主義   ⇔ 国際会議 
 二国間外交の競争  ⇔ 多国間協調 
 No Japanese, No Story ⇔ オーナーシップ 

 『開発アジェンダ』の台頭と波及への認識と対応が後手に 
 WTO交渉 
 G8 
 OECD DAC「援助効果」アジェンダ、政策一貫性etc... 
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http://www.nikkeibp.co.jp/article/column/20090901/177900/?ST=career&P=2 



Page 37 http://web.thisisafricaonline.com/Policy/Soft-power-and-curveballs 
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我が国のリーダーシップを阻む要因 

NGOの責任不履行？ 
 欧米系NGO（一部）： 

 企業的な戦略 
 大きな財政基盤 
 豊富な人材と専門性 
 Oxfam「英国文系学生の希望就職先第3位」（Universum, 2013） 
 社会運動にルーツを持ちつつ、他セクターに積極関与 

⇒他セクターにとって、「怖く」「ありがたい」存在。アドボカシーへの積極的な投資 
 

 日本では？ 
 「ボランティア」 or 「活動家」 

メインストリームから外れた存在 
 プロ系NGO＝事業系 
 事業系NGOの限定的な自己規定（事業＆広報オンリー） 
 アドボカシーへの低投資 
 公益を追求するセクターとして十分な責任を果たしているか？ 

「魚の採り方を教える」だけでよいのか？ 
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我が国のリーダーシップを阻む要因 

 民間セクター 
 短期利益指向。そのような構造 
 CSRに対する不十分な認識／戦略上の位置づけ 
 企業間競争、国際競争 

 政府 
 省内・省庁間の縦割り 
 公益に照らした省益間の調整・優先順位付け不足 
 偏狭な「国益」定義（国際益との対立） 

 メディア 
 オルタナティブ情報や視点を軽視（官製情報偏重） 
 「国際開発」担当部署の不在： ステレオタイプの再生産 
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持続可能なポスト2015期へ： 各セクターの役割 

• 富と雇用の創出。女性のエンパワメント 
• 長期的ニーズを踏まえたイノベーション 
• 社会的責任の履行（納税、労働権含む） 
• アジェンダ解決への物質的モメンタムの創出 

民間 
セクター 

• アジェンダ解決のための法・政策・制度整備 
• 市場規制（罰則とインセンティブ） 
• 公共財への投資： 人権、社会サービス/社会保障 

政府 

• 社会課題の発見、実践的対応 
• 社会課題の政治アジェンダ化⇒政策提言 
• 関係機関の「頂点への競争」の促進 

市民社会 
（NGO/NPO） 

セクター間の対話・連携なしに機能せず 



ご清聴、ありがとうございました。 

山田 太雲 
takumo@oxfam.jp 
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